


市報とおかまち『だんだん』平成19年5月10日号市報とおかまち『だんだん』平成19年5月10日号3 2

成
人
式
は
と
て
も
楽
し
み
で

し
た
。
中
学
校
卒
業
以
来
会
っ

て
な
か
っ
た
友
だ
ち
に
も
会
え

る
し
、
お
し
ゃ
れ
も
出
来
る
か

ら
（
笑
）
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

着
物
姿
を
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と

が
一
番
う
れ
し
い
。
今
は
大
学

で
社
会
福
祉
を
勉
強
し
て
い
ま

す
。
将
来
は
十
日
町
に
戻
っ
て

地
域
で
働
き
た
い
で
す
。

相
崎
沙
代
子
さ
ん
（
下
平
新
田
）

３
月
か
ら
電
気
店
の
事
務
と

し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
周
り

の
人
た
ち
も
優
し
く
て
仕
事
が

楽
し
い
で
す
。
今
は
目
の
前
の

仕
事
を
こ
な
す
の
が
精
一
杯
だ

け
ど
、
仕
事
に
対
し
て
の
「
責

任
」
は
す
ご
く
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
生
懸
命
働
い

て
、
早
く
自
分
の
車
を
買
っ
て

ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い
で
す
。

桑

原

純

子
さ
ん
（
鍬
柄
沢
）

二
十
歳
に
な
っ
た
実
感
は
な

い
で
す
が
、
き
も
の
を
着
る
と

身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
ね

（
笑
）。
千
葉
県
の
大
学
で
国
文

学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
目
下
の

楽
し
み
は
サ
ー
ク
ル
活
動
で
、

ベ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
る
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
。
メ
デ
ィ
ア
の
分
野

に
進
み
た
い
で
す
。
ず
っ
と
将

来
、
帰
っ
て
来
よ
う
か
な
。

瀧

澤

千

里
さ
ん
（
天
水
越
）

松
苧
太
鼓
を
次
の
世
代
に
つ

な
げ
た
い
。そ
う
思
っ
た
の
が
、

地
元
に
勤
め
よ
う
と
思
っ
た
き

っ
か
け
の
一
つ
で
す
。
県
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
で
仲
間
と
い
っ
し

ょ
に
演
奏
し
な
が
ら
、
大
切
な

伝
統
文
化
だ
っ
て
思
う
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
。
今
日
の
式
で

の
後
輩
た
ち
の
演
奏
、
み
ん
な

に
自
慢
し
た
い
で
す
ね
。

柳

健

太
さ
ん
（
犬
伏
）

久しぶりに会った友だちが、みん

な内面的にも落ち着いてとても大人

っぽくなっていたので、自分も変わ

らなきゃと思いました。今は地元を

離れ、専門学校に通いながらインタ

ーンでウェブプログラムの仕事をし

ています。一人前のウェブプログラ

マーになるのが目標です。

井
之
川
　
光
さ
ん
（
如
来
寺
）

介護士として４月から働いていま

す。小学校のときに、病気になった

母に何もしてあげられなかったこと

が、介護へ進むきっかけになりまし

た。学校での勉強と現場のギャップ

に戸惑うこともありますが、これま

で支えられていた立場から、支える

立場の人になりたいと思います。

井
之
川
　
永
さ
ん
（
下
川
原
町
）

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）、
ク
ロ
ス
10
で
新
十
日
町
市
と
な
っ
て
３
回
目
の

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
成
人
者
は
、
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）

４
月
２
日
か
ら
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

３
６
５
人
、
女
性
３
４
０
人
、
合
計
７
０
５
人
で
す
。
こ
の
う
ち
、
約
６
５
０

人
が
成
人
式
に
出
席
し
、
会
場
は
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
は
、「
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
と
ダ
イ
ア

ナ
妃
来
日
」「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
」
な
ど
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
プ
ッ
ツ
ン
」
「
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
」

な
ど
の
言
葉
が
流
行
し
、
「D

E
S
IR
E

」
「
恋
に
お
ち

て
」
な
ど
の
曲
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

成
人
式
の
主
な
内
容
と
新
成
人
の
コ
メ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

抱負を述べる西片正則さん（菅刈／左）
と鈴木久代さん（松代／右）

オ
レ
た
ち
、

ち
ゃ
ん
と

前
か
ら
座
っ
た
よ

会場の外でも
話の花が咲きます

場内満員御礼！

今
年
は
司
会
進
行
も
新
成
人
。
市
川
聡
子
さ
ん

（
松
代
田
沢
／
左
）
と
山
本
紀
明
さ
ん
（
犬
伏
）

ゴスペルコ－ラスグル－プ「雪の華」と市出身の歌手蘭燃さんの歌声が新成人の誕生を祝いました

場内満員御礼！



永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
本
田
欣
二

郎
さ
ん
が
春
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

本
田
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
か
ら
同
58
年

ま
で
中
魚
沼
郡
川
治
村
・
十
日
町
市
の
職

員
と
し
て
、
昭
和
58
年
か
ら
同
62
年
ま
で

は
十
日
町
市
助
役
と
し
て
、
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。
平
成
５
年
に
十

日
町
市
長
に
当
選
。
２
期
８
年
間
、
豊
富

な
知
識
と
経
験
、
高
い
政
治
信
念
を
も
っ

て
、
十
日
町
市
の
経
済
・
福
祉
・
文
化
の

向
上
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

本
田
さ
ん
は
、「
北
越
急
行
の
開
業
に
は

職
員
の
と
き
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
の
で
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
と
き
は
感
慨
ひ
と
し
お

で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
業
務
に
従

事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
村
山
實
さ
ん

が
春
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

村
山
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
以
来
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
に
14
回
、
国
勢
調
査

に
７
回
、農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
８
回
な
ど
、

37
年
に
わ
た
り
通
算
98
回
の
各
種
統
計
調

査
の
調
査
員
を
務
め
ま
し
た
。
地
域
の
事

情
に
精
通
し
、
調
査
書
類
の
整
理
や
検
査

が
正
確
で
迅
速
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
て
の
受
章
で
す
。

村
山
さ
ん
は
、「
昼
夜
な
く
調
査
に
う
か

が
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

楽
し
く
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
お
役
に
た
て
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
危
険
業
務
に
従
事
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
丸
山
武
男
さ
ん
が

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

丸
山
さ
ん
は
昭
和
39
年
に
十
日
町
市
消

防
署
に
勤
務
し
、
平
成
12
年
３
月
ま
で
35

年
７
か
月
の
間
、
消
防
士
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。在
任
中
は
消
防
・
救
急
隊
で
の
現

場
業
務
は
も
と
よ
り
、
退
職
ま
で
の
13
年

間
は
、
火
災
や
事
故
な
ど
の
第
一
報
を
受

け
る
通
信
指
令
の
職
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

丸
山
さ
ん
は
、「
常
に
危
険
と
の
隣
り
合

わ
せ
、緊
張
感
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。人

命
に
か
か
わ
る
だ
け
に
、
普
段
の
訓
練
・

点
検
・
啓
発
・
学
び
の
大
切
さ
を
肝
に
銘

じ
て
き
ま
し
た
」
と
在
任
中
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
永
年
に
わ
た
り
活
躍
・
貢
献
し
、
晴
れ
の

栄
誉
に
輝
い
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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村 山 實さん
（高山４・76歳）

（
統
計
調
査
功
労
）

丸 山 武 男さん
（城之古東町・67歳）

（
危
険
業
務
従
事
）

本田欣二郎さん
（袋町中・75歳）

（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
小
綬
章

永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
業
務
に
従
事

し
た
功
労
で
、
廣
田
宏
太
郎
さ
ん
が
春
の

叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

廣
田
さ
ん
は
昭
和
26
年
に
旧
田
沢
村
消

防
団
団
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
34
年
間

に
わ
た
り
地
域
の
防
災
活
動
に
貢
献
し
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
50
年
か
ら
60
年
ま
で

の
10
年
間
は
旧
中
里
村
消
防
団
長
と
し
て

団
員
の
指
導
・
指
揮
に
あ
た
り
ま
し
た
。

廣
田
さ
ん
は
、「
災
害
の
現
場
で
は
そ
の

威
力
の
恐
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
経

験
か
ら
、
い
か
に
未
然
に
防
ぐ
か
と
い
う

防
災
意
識
と
、
万
一
へ
の
備
え
の
大
切
さ

が
わ
か
り
ま
す
。
無
事
務
め
ら
れ
た
の
も

関
係
す
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

廣田宏太郎さん
（干溝・81歳）

（
消
防
功
労
）

瑞
宝
双
光
章

旭
日
小
綬
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

第
31
回
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り
が
５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
に
開
催
さ
れ
、

３
３
、
０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
市
街
地
に
歩
行
者
天
国
が
設

け
ら
れ
、
家
族
連
れ
や
成
人
式
帰
り
の
若
者
な
ど
、
き
も
の
姿
の
老
若
男
女
が

ま
ち
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
き
も
の
一
色
の
一
日
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

よさこいフェスタでは市内外の団体などが
迫力満点の踊りを披露

蘭燃さんの
ミニライブには
地元高校生も
飛び入り出演

四ツ宮公園に設けられた茶席
には外国からのお客さんも

か
わ
い
ら
し
い
稚
児
た
ち
に

見
物
客
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し
た

き
も
の
ま
つ
り
名
物
と
な
っ
た
人
力
車

今
年
も
大
人
気
で
し
た

ミス十日町雪まつりと新潟県きものの
女王の撮影会にはカメラマンが殺到

ス
ト
リ
ー
ト
き
も
の
シ
ョ
ー
で

ま
つ
り
は
一
層

華
や
い
だ
雰
囲
気
に
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主
要
事
業
や
歳
入
歳
出
の
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
市
報
４
月
10
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
担
当
‥
財
政
課
）

市
の
施
策
の
指
針
を
定
め
た
総
合
計
画

の
実
現
に
向
け
、
そ
の
進
め
方
を
示
し
た

基
本
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

基
本
計
画
は
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

各
項
目
に
つ
い
て
目
標
値
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
各
地
域
に
設
置
し
た
11

の
地
域
協
議
会
と
と
も
に
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
当
市
が
抱
え
る

課
題
を
克
服
し
な
が
ら
資
源
や
個
性
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
）

し
た
。

市
で
は
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」
の
精
神
の
も
と
、
全
て

の
地
域
で
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
設
立
後
の
活
動
に
は
有
利

な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
自
主
防
災
組
織
設
立
後
の
支
援
】

・
防
災
用
の
倉
庫
・
設
備
な
ど
の
整
備

（
県
の
復
興
基
金
補
助
事
業
）

・
防
災
訓
練
用
資
機
材
の
経
費

（
市
補
助
事
業
）

（
担
当
‥
防
災
安
全
課
）

中
越
大
震
災
で
は
、
町
内
会
や
地
区
振

興
会
な
ど
の
連
携
が
、
避
難
行
動
や
避
難

所
運
営
な
ど
で
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま

①
中
越
大
震
災
義
援
金
の
配
分

十
日
町
市
に
配
分
さ
れ
た
中
越
大
震
災

義
援
金
の
う
ち
１
億
６
、
０
２
０
万
円
を

集
落
や
地
区
振
興
会
に
配
分
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
今
年
度
に
「
中
越
大
震

災
記
録
集
」
を
発
行
し
ま
す
（
16
ペ
ー
ジ

で
写
真
・
体
験
談
を
募
集
）
。
写
真
や
市

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
体
験
談
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
来

年
１
月
こ
ろ
発
行
予
定
で
す
（
一
冊
１
、

０
０
０
円
程
度
）
。
後
日
、
市
報
な
ど
で

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

②
集
落
安
心
づ
く
り
事
業

同
じ
集
落
に
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
要
援
護
世
帯
に
、
冬
期
間
の
除
雪

や
日
常
の
見
守
り
な
ど
、
集
落
ぐ
る
み
で

支
援
す
る
「
集
落
安
心
づ
く
り
事
業
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
市
報

４
月
10
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
敬
老
会
助
成
事
業

本
年
度
か
ら
敬
老
会
の
補
助
金
額
が
変

更
に
な
り
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
、
０

０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。（

担
当
‥
福
祉
課
）

市
で
は
、
「
十
日
町
市
高
速
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

し
た
十
日
町
市
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

土
台
（
基
盤
）
と
な
る
も
の
で
す
。

主
に
、
光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
よ
る
地
域

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
（
情
報
の
道

づ
く
り
）
と
、
整
備
さ
れ
た
情
報
の
道
を

活
用
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や

行
政
情
報
の
提
供
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
対
応
、
携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消

な
ど
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

①
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
区
の
解
消

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

③
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

④
映
像
を
使
っ
た
地
域
情
報
の
発
信

⑤
災
害
や
緊
急
時
の
な
ど
告
知
放
送

⑥
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

⑦
携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消
　
な
ど

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
が
、
地
域
産
業
の

振
興
や
安
全
・
安
心
・
便
利
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
と
連
携
し
て
情
報
基
盤
の
整
備
や
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
事
業
者
の
選
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。
６
月
下
旬
に
は
企
画
提
案

会
を
経
て
事
業
者
が
決
定
し
ま
す
。
そ
の

後
、
情
報
化
推
進
会
議
で
協
議
し
て
、
全

体
の
事
業
費
や
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

利
用
料
金
な
ど
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
き

ま
す
。
市
民
説
明
会
は
、
お
お
む
ね
行
政

区
単
位
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
市
の
職

員
が
市
政
事
務
嘱
託
員
の
皆
さ
ん
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
・

地
域
情
報
化
推
進
室
）

情
報
の
道
は
、
水
道
や
道
路
と
同
じ
よ

う
に
、
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
土

台
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
中
で
、
地

域
産
業
の
振
興
や
福
祉
の
向
上
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
な
ど
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
平
成
17
年
度
ま
で
に
、
市
役

所
本
庁
・
支
所
な
ど
の
公
共
施
設
を
結
ぶ

情
報
の
道
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
公
共
施
設
か
ら
各
家
庭
や
事
業

所
に
向
け
て
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
で
、次
の
課
題
に
対
応
で
き
ま
す
。

市
の
負
債
が
７
４
０
億
円
を
超

え
、
国
か
ら
の
交
付
金
も
減
額
さ

れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
時
代
に
あ
っ
て

市
の
税
収
も
減
っ
て
い
く
と
思
う
。
市
で

は
今
後
ど
の
よ
う
な
歳
出
の
縮
減
を
進
め

る
の
か
。

市
で
は
健
全
な
財
政
運
営
を
行

う
た
め
、
昨
年
12
月
に
長
期
財
政

計
画
と
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
立
て

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
税
収
や
交
付

税
が
年
々
減
少
す
る
こ
と
を
見
込
み
、
投

資
的
経
費
を
抑
制
し
て
市
債
（
新
た
な
借

金
）
を
抑
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

19
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、
こ
れ
ら

の
計
画
に
従
い
、
道
路
建
設
な
ど
の
事
業

費
を
前
年
度
対
比
約
26
%
の
減
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
の
全
会

計
の
市
債
残
高
は
、
18
年
度
末
の
７
４
６

億
円
か
ら
、
３
億
３
、０
０
０
万
円
、
０
・

４
％
減
の
７
４
２
億
７
、
０
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

退
職
者
の
増
加
と
新
規
採
用
者
を
抑
え

る
こ
と
で
、
先
に
定
め
た
定
員
適
正
化
計

画
よ
り
１
年
先
行
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

人
件
費
は
着
実
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
経
常
的
な
経
費
に
つ
い
て
も
、

行
財
政
改
革
を
す
す
め
る
こ
と
で
縮
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
担
当
‥
財
政
課
）

県
立
松
代
病
院
は
、
黒
字
な
の

に
な
ぜ
見
直
し
が
必
要
な
の
か
。

松
代
病
院
は
、
県
の
不
採
算
地

区
経
費
の
負
担
な
ど
に
よ
り
、
現

在
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
こ
の

負
担
（
平
成
17
年
度
で
１
億
２
、
３
０
０

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
県

内
に
あ
る
県
立
病
院
全
体
の
赤
字
解
消
、

十
日
町
病
院
建
替
え
な
ど
に
よ
り
、
県
は

見
直
す
方
針
の
よ
う
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
基

に
、
今
後
も
県
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

（
担
当
‥
健
康
支
援
課
）

た
い
肥
化
施
設
整
備
事
業
に
よ

る
、
た
い
肥
化
施
設
の
建
設
予
定

地
と
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
時

期
を
教
え
て
ほ
し
い
。

た
い
肥
化
施
設
は
、
水
沢
地
区

の
南
雲
原
台
地
に
あ
る
市
有
地
で

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
予
定
地
周
辺
の
皆
さ
ん
へ

の
説
明
会
は
、
４
月
か
ら
５
月
に
各
集
落

に
う
か
が
っ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
説
明
会
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
理

解
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
建
設
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当
課
‥
農
林
課
）

総合政策課
企画政策係
1757-3193

問
合
せ

平
成
19
年
度
予
算

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

平
成
19
年
度
市
政
事
務
嘱
託
員
会
議
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

４
月
13
日
F
か
ら
20
日
F
ま
で
、
本
庁
と
各
支
所
で
平
成
19
年
度
市
政

事
務
嘱
託
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
平
成
19
年
度
の
市
の

予
算
や
主
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
と
、
会
場
で
出

さ
れ
た
主
な
質
問
や
回
答
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
速
情
報
通
信
施
設
の
整
備

総
合
計
画
・
基
本
計
画

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

福
　
祉

嘱
託
員
会
議
で
出
さ
れ
た
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

（
情
報
の
道
づ
く
り
）
と
は
？

こ
の
事
業
で
地
域
の
ど
ん
な
課
題
が

解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

担架を使った救助訓練（高田町３丁目南自主防災会）

現
在
の
対
応
は
？

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ Ａ Ｑ
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大勢の皆さんから、気軽にパソコンにふれていただ

くきっかけとして、今年もコンピュータ研修を開催し

ます。コンピュータ操作とインターネット利用のため

の基礎講習のほか、ワード（文書作成）やエクセル（表

計算）、ホームページ作成などアプリケーションソフト

の入門講習のコースもあります。情報館のパソコンを

実際に操作しながら学習できます。お気軽にご参加く

ださい。

■対象 コンピュータ操作の初心者で、マウス操作や

キーボード操作に不慣れな人や、自分のホームペー

ジを作ってみたい人、ワープロや表計算などのアプ

リケーションソフトの操作を覚えたい人など、どな

たでも受講できます。

■講座 講習時間は内容によって６時間と８時間のコ

ースがあります。定員は１講座18人で、講習会場は

情報館です。前期（６月～８月）と、後期（９月～

11月）の開催です。今回は前期の受講者を募集しま

す。日程詳細は一覧表をご覧ください。

※後期開催分の日程や募集案内は、市報８月10日号で

お知らせする予定です。

講　　座　　名 講　　　習　　　日　　　程 時　　　間

午後２時～４時　　

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

エクセル（表計算）

入　　　門

ワード（文書作成）

入　　　門

パソコン＆インターネット

入　　　門

ホームページ作成入門

ワ ー ド 応 用

６月５日c・６日d・７日e・８日f

６月12日c・13日d・14日e・15日f

６月26日c・27日d・28日e・29日f

７月３日c・４日d・５日e・６日f

７月24日c・25日d・26日e・27日f

７月18日d・19日e・20日f

６月19日c・20日d・21日e・22日f

７月10日c・11日d・12日e・13日f

７月24日c・25日d・26日e・27日f

７月４日d・５日e・６日f

６月６日d・７日e・８日f

６月12日c・13日d・14日e

６月20日d・21日e・22日f

７月10日c・11日d・12日e

７月18日d・19日e・20日f

８月１日d・２日e・３日f

受講者募集
コンピュータ研修（前期）

■受講料 １講座4,000円（テキスト代込み）

■申込み方法

【郵送または講習申込書での申込みを受付けます】

◆はがきに①から⑥を記入して投函いただくか、情報

館に用意してある講習申込書で申し込んでくださ

い。①希望の講座名，②希望日程，③郵便番号，④

住所，⑤氏名，⑥電話番号

■申込み締切り ５月24日e（当日消印有効）

※定員を超えた場合は抽選とさせていただきます。抽

選にもれた人へのみ５月28日bまでに連絡します。

（先着順ではありません）

【定員に達しない講座は

電話・窓口での申し込みを受付けます】

５月29日c午前９時30分から、定員に達するまで

電話・情報館で随時受付けます。※満員の講座は、キ

ャンセル待ちを受付けます。なお申し込みが５人以下

の講座は中止することがあります。

■申込み・問合せ

十日町情報館（〒948-0072西本町２）1750-5100

十日町市医療費助成制度のお知らせ

■手続き方法＝健康保険証と印鑑（小・中学生入院費助成、心身障害者医療費助成、精神障害者医療費助成の場合
は、医療機関の領収書と振込先がわかるもの〈通帳など〉も）をお持ちのうえ、問合せ先においでください。
■医療費受給者証をお持ちの被用者保険加入の人へ＝医療機関受診時に提出する「県単医療費助成金請求内訳書（ピ
ンク色の用紙）」が変更になりました。必要な人は受給者証をお持ちのうえ、問合せ先においでください。

乳児医療費助成

（県　　乳）

幼児医療費助成

（県幼・単幼）

重度心身障害者
医療費助成

（県　　障）

ひとり親家庭等
医療費助成

（県　　親）

老人医療費助成

（県　　老）

対象年齢・受給資格

出生日～満１歳に達し
た月の末日

療育手帳Ａ、身体障害
者手帳１～３級の手帳
所持者

母子家庭・父子家庭等
（子が満18歳に達した
最初の３月末日まで）

65歳～69歳の老人医
療受給者でない人で一
人暮らし、または寝た
きりの状態にある人

補助対象 助成後の負担額 所得制限等 問 合 せ

入院

外来

入院

外来

入院

外来

入院

外来

入院

外来

入院
１日につき1,200円

外来
１回につき530円

※同一の医療機関にひと月
につき４回まで負担。
最高2,120円

入院
１日につき1,200円

外来
１回につき530円

※同一の医療機関にひと月
につき４回まで負担。
最高2,120円

１割

な　　し

障害児福祉手当
の所得制限に準
じた額

児童扶養手当の
所得制限に準じ
た額

住民税非課税者

健康支援課
地域医療係

（1757-3719）
各支所の健康福祉課

福祉課障害福祉係
（1757-9169）
各支所の健康福祉課

介護国保課国保係
（1757-3735）
各支所の市民生活課

小・中学生

入院費助成

小学校に入学した月の
初日～中学校を卒業し
た月の末日

入院

１日につき1,200円
※ただし、医療機関に入院
費全額を支払い、領収書
などを持って市窓口で償
還請求

児童手当の（特
例給付）所得制
限に準じた額

心身障害者

医療費助成
療育手帳Ｂ所持者

入院

外来

入院：ひと月の自己負担額
の1/2の額に入院日
数に600円を乗じた
額を加算した額

通院：１回自己負担額の
1/2の額に265円を
加算した額。ただし、
１回の医療費が530
円を超えるものに限
る

※ただし、医療機関に医療
費全額を支払い、領収書
などを持って市窓口で償
還請求

障害児福祉手当
の所得制限に準
じた額

福祉課障害福祉係
（1757-9169）
各支所の健康福祉課

精神障害者

医療費助成

精神科の入院治療を受
けた人で、精神保健福
祉手帳所持者または指
定の病名である人

自立支援医療（精神通
院）により通院治療を
受けた人

入院

外来

外来１回につき530円、
入院１月につき24,600円
と、これを超えた額の
2/3。（但し助成限度額は
１月10,000円）

所得制限なし

※ただし、老人
保健法の規定
による医療を
受けている人
を除く

満１歳～満６歳に達し
た最初の３月末日

区　　分

十日町市医療費助成制度のお知らせ
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

第51回松之山探鳥会が美人林で開催されます。早起

きして、美しい野鳥たちに出会ってみませんか。

■野鳥集会

日　時 ６月２日g午後７時～９時

場　所 松之山温泉センター鷹の湯

講　師 田畑孝宏先生（信州大学教育学部生態研究室）

内　容 野鳥（ブッポウソの分布調査）の講話ほか

■探鳥会

日　時 ６月３日a午前４時30分～７時30分

集　合 「森の学校」キョロロ駐車場

探鳥地 美人林・須山探鳥コース

講　師 田畑孝宏先生　松之山野鳥愛護会会員

■申込み・問合せ

松之山支所地域振興課　1596-3131

参加費無料。当日参加可能です。

新
十
日
町
市
の
誕
生
後
、
地
域
全
体
の

ま
ち
づ
く
り
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
、
各
地
域
に
地
域
協
議

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度

で
第
１
期
目
が
終
了
。
松
之
山
地
域
協
議

会
で
は
再
任
17
人
と
新
任
３
人
の
計
20
人

の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
第
２
期
目
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

４
月
24
日
c
、
第
１
回
松
之
山
地
域
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
の
委
嘱
や
役
員

の
選
出
、
協
議
会
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。
開
会
で
小
野
塚
良
雄
支

所
長
は
、「
市
総
合
計
画
の
１
年
目
が
始
ま

る
が
、
委
員
と
し
て
２
年
間
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
協
議
会
の
運
営
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、
運
営
委
員
会
の

設
置
を
提
案
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
議
事
で
は
、
ま
ず
役
員
の
選
出
が

行
わ
れ
、
選
考
委
員
会
で
会
長
に
柳
靖
治

さ
ん
、
副
会
長
に
樋
口
一
次
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
再
選
出
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
松
之
山
地
域
協
議
会
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
の
制
定
に
つ
い

て
協
議
会
事
務
局
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
運
営

委
員
会
の
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

公
開
・
非
公
開
の
取
扱
い
や
平
成
19
年
度

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
委
員
か
ら
積
極
的

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

協
議
会
開
催
日
を
回
覧
な
ど
で
地
域
住
民

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
、
ま
た
活
動
報
告

の
場
と
し
て
協
議
会
の
広
報
紙
を
年
２
回

程
度
発
行
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

松
之
山
地
域
の
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
今
年
度
も
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
地
域
協
議
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
５
月
31
日
e
の
予
定
で
す
。

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

松
之
山
地
域
協
議
会
の
２
期
目
ス
タ
ー
ト

役　職

会　長

副会長

委　員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

松之山地域協議会委員 （H19.4～H21.3）

氏　　名

柳 　 靖 治

樋 口 一 次

小 林 要 一

高 橋 　 勉

佐 藤 次 雄

村 山 里 志

丸 山 定 一

高 橋 主 計

志賀美智子

佐 藤 利 幸

高橋紀美子

重 野 和 子

村 山 幸 夫

竹内二三四

滝 沢 　 繁

相 澤 　 亨

高 澤 　 勝

高 橋 直 榮

南 雲 敏 雄

小 見 美 晴

摘　　　　　要

松之山観光協会

上布川地区協議会

松之山地区協議会

三省地区協議会

松里地区協議会

下布川地区協議会

浦田地区協議会

松之山商工会

有識者

有識者

有識者

有識者

有識者

有識者

公　募

公　募

公　募

公　募

公　募

公　募

松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！松之山探鳥会に参加しよう！

４
月
22
日
a
、
桜
満
開
の
春
の
日

に
、
千
手
温
泉
で
「
春
の
温
泉
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
１
、
２

０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
会

場
で
の
１
番
人
気
は
、
や
っ
ぱ
り
つ

き
た
て
の
も
ち
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

「
よ
い
っ
し
ょ
。
よ
い
っ
し
ょ
」
の
掛

け
声
に
つ
ら
れ
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
長
蛇
の
列
。
喜
ん
で
食
べ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、「
普
段
、
家
で

は
あ
ま
り
（
も
ち
を
）
食
べ
な
い
ん

で
す
よ
」
と
城
之
古
の
高
橋
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
花
苗

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
恒
例
の
テ
ン
ト
市
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
市
内
の
舞
踊
チ

ー
ム
風
美
舞
天
神
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ヨ
サ
コ
イ
演
舞
な
ど
が
行
わ
れ
、
天

候
は
あ
い
に
く
の
小
雨
交
じ
り
で
し

た
が
、楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
行
政
へ
の
住
民
参
画
や
住
民

自
治
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
旧
十
日
町

市
７
区
域
と
旧
町
村
単
位
ご
と
に
「
地
域

協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
期
の
川
西
地
域

協
議
会
は
、
地
区
振

興
会
代
表
８
人
、
農

業
団
体
・
商
工
業
団

体
・
福
祉
団
体
な
ど

の
代
表
８
人
、
学
識

経
験
者
４
人
、
一
般

公
募
５
人
の
、
合
計

25
人
で
構
成
さ
れ
、

任
期
は
19
年
度
か
ら

20
年
度
ま
で
の
２
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
第
１
回
目

の
協
議
会
が
４
月
26

日
e
、
千
手
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会

長
に
押
木
久
之
さ
ん
（
木
島
・
63
歳
）、
副

会
長
に
押
木
篤
美
さ
ん
（
田
戸
・
70
歳
）
を

選
出
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
今
後
、
市
の
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
の
答
申
、
地
域
づ
く
り
の
方

策
や
地
域
振
興
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
は
、
十
日
町
市

総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
で
定
め
ら
れ
た
川
西

地
域
の
振
興
策
に
基
づ

き
、
川
西
地
域
振
興
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
こ

の
振
興
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
し

て
、
広
く
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

地
域
協
議
会
に
つ
い

て
の
質
問
・
意
見
な
ど

は
、
川
西
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

（
1
７
６
８
｜
４
９
５
１
）に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

仙田山菜まつり

５月４日（みどりの日）、仙田体験交流館キラリ（中

仙田）とその周辺を会場に、「仙田山菜まつり」が開催

され、約1,500人の人でにぎわいました。この催しは

今回で７回目。当日は、朝から仙田農村公園内で山菜

採りを体験をしたり、交流館内で山菜のてんぷらや山

うどのキンピラなどの山菜料理を味わったりと、訪れ

た人たちは春の幸をたん能し、楽しいひと時を過ごし

ていました。また、交流館前の楽楽市場では、交流館

利用組合の組合員が主体となった屋台村の出店や山菜

フェアが行われ、訪れた人は目当ての山菜や食べ物、

飲み物などを買い求めていました。

千手温泉千年の湯春の温泉まつり千手温泉千年の湯春の温泉まつり春の味を
たん能！

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

松
之
山
地
域
協
議
会
の
２
期
目
ス
タ
ー
ト

個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

＝

第
１
回

川
西
地
域
協
議
会
を
開
催

＝

田村支所長（左）もつき手として参加

で
き
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
山
菜
料
理
を

前
に
心
が
は
や
り
ま
す
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寝ても覚めてもウルトラマン。歴代ウルトラマンの
名前はぜ～んぶ言えるはやとちゃんは、中でも「１番
かっこいいのはタロウ！」。おじいちゃんが作ったお
米で炊いたご飯も「おいしいからだ～いすき！」です。

あべ　はやとちゃん　
平成15年2月13日生まれ　
高道山

阿部　隼斗　
ちゃん

日向野 凉香
ちゃん

すっちゃんは３人兄妹の末っ子。もやしと納
豆とパンが大好きな女の子です。「欧米か！」の
お笑いのものまねも得意なすっちゃん。はやく
お姉ちゃんといっしょに保育園行きたいなぁ。

ひがの　すずかちゃん　
平成16年10月15日生まれ　
北新田第2

定
期
的
な
健
診
で
歯
を
失
う
原
因

で
あ
る
む
し
歯
や
歯
周
病
を
早
期
に

発
見
し
、
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

歯
を
磨
か
な
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
歯
や

歯
周
病
は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、「
磨
い
て
い
る
の
に
実
は

磨
け
て
い
な
い
」
か
ら
で
す
。
食
後
、

１
本
１
本
丁
寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い

れ
ば
、
何
で
も
お
い
し
く
か
ん
で
食

べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
80
歳
に
な
っ

て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う

と
い
う
８
０
２
０
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

既
往
歴
な
ど
体
の
状
態
を
よ
く
知

っ
て
い
る
歯
科
医
か
ら
、
適
切
な
処

置
や
自
分
に
あ
っ
た
上
手
な
歯
の
磨

き
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

市
報
４
月
25
日
号
で
紹
介
し
た「
健

康
と
お
か
ま
ち
21
」
の
健
康
づ
く
り

の
６
項
目
ご
と
に
、
数
値
目
標
と
し

て
重
点
目
標
と
サ
ブ
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま

す
。今

回
は
、
歯
の
衛
生
週
間
（
６
月

４
日
〜
６
月
10
日
）
に
ち
な
み
「
歯

の
健
康
」
で
す
。

〈
サ
ブ
目
標
〉

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

持
つ
人
の
割
合
を
高
め
る

「
歯
の
健
康
」

シ
リ
ー
ズ
①

23

問合せ
健康支援課地域医療係
TEL757-3719（直通）

VOL.23

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

市
で
は
、
高
速
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
手

法
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
主
体
と
な
る
連
携
事

業
者
を
決
定
す
る
た
め
、
公
募
型
指
名
企
画

提
案
会
の
開
催
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
画
提
案
会
開
催
作
業
と
併
せ
、

市
で
は
４
月
20
日
付
け
十
日
町
市
告
示
第
98

号
に
基
づ
き
、
企
画
提
案
会
に
参
加
し
た
事

業
者
の
中
か
ら
最
終
的
に
市
と
連
携
す
る
事

業
者
を
順
位
付
け
す
る
組
織
と
し
て
、
事
業

者
選
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

◇
構
成
員
（
敬
称
略
）

事
業
者
選
定
委
員
会
の
構
成
員
は
、
地
域

情
報
化
推
進
会
議
委
員
と
市
の
職
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
次
の
18
人
で
す（
◎
は
委
員
長
、
○

は
副
委
員
長
）。

◎
大

島

貞

二
（
副
市
長
）

○
澤

村

明
（
情
報
化
推
進
会
議
委
員
長
）

樋

口

誠
（
情
報
化
推
進
会
議
委
員
）

保

坂

幸

男
（

〃

）

小
野
塚
　
修
（

〃

）

渡

貫

文

人
（

〃

）

村

山

幸

夫
（

〃

）

峰

尾

二

郎
（

〃

）

佐

藤

定

行
（

〃

）

小

川

信

彦
（

〃

）

島
本
ひ
ろ
み
（
情
報
化
推
進
会
議
委
員
）

金

子

淳

一
（

〃

）

丸

山

俊

久
（
副
市
長
）

池

田

春

夫
（
総
務
課
長
）

南

雲

晃
（
総
合
政
策
課
長
）

蔵

品

泰

治
（
財
政
課
長
）

福

崎

良

昭
（
産
業
振
興
課
長
）

大

串

葉

子
（
有
識
者
・
新
潟
大
学

経
済
学
部
助
教
授
）

◇
協
議
内
容

現
在
ま
で
に
、
４
月
27
日
f
・
５
月
２
日

d
の
２
回
、
選
定
委
員
会
が
市
役
所
本
庁
で

開
催
さ
れ
、
事
業
者
か
ら
の
企
画
提
案
内
容

を
ど
の
よ
う
な
観
点
で
評
価
し
点
数
付
け
す

る
の
か
（
評
価
基
準
）、
参
加
事
業
者
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
範
囲
ま
で
公

開
す
る
の
か
（
市
議
会
、
推
進
会
議
、
地
域

協
議
会
な
ど
）
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
選
定
委
員
会
は
５
月
下
旬
、
６
月

中
旬
に
開
催
さ
れ
、
評
価
基
準
書
の
点
数
配

分
の
検
討
、
６
月
17
日
a
に
開
催
す
る
参
加

事
業
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事

前
学
習
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作

業
を
経
て
、
６
月
下
旬
に
は
連
携
す
る
事
業

者
が
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
者
選
定

委
員
会
を
設
置

※
次
回
は
、
連
携
事
業
者
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

浦沢　剛 さん

1986年生
新潟県南部青果㈱勤務

夢を追いかけて頑張ります！

先月の井口友木さんからバトンタッチ。

23

高
校
を
卒
業
後
東
京
で
働
い
た
ん
で
す
が
、
仕
事

や
人
間
関
係
で
す
ご
く
悩
ん
で
落
ち
込
ん
で
「
自
分

が
や
り
た
い
仕
事
は
こ
れ
じ
ゃ
な
い
」
と
思
い
、
半

年
で
田
舎
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

自
分
に
は
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
す
。
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
今
通
信
教
育
を
受
け
勉
強
し
て
い
ま
す
。

朝
早
い
分
、
午
後
に
は
時
間
が
取
れ
る
こ
の
仕
事
を

選
ん
だ
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

市
場
は
朝
早
い
で
す
か
ら
、
毎
日
４
時
過
ぎ
に
起

床
、
５
時
か
ら
仕
事
で
す
。
で
も
早
起
き
は
苦
に
な

ら
な
い
で
す
。
つ
ら
い
の
は
冬
か
な
。
仕
事
場
は
外

と
同
じ
だ
か
ら
す
ご
く
寒
い
。
食
品
用
冷
蔵
庫
の
中

の
方
が
あ
っ
た
か
い
か
ら
、
皆
冷
蔵
庫
に
入
り
た
が

る
ん
で
す
よ
（
笑
）。
仕
事
は
大
変
だ
け
ど
、
ど
ん
な

さ
細
な
仕
事
で
も
確
実
に
や
っ
て
い
く
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
た
く
さ
ん
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

２
、
３
年
後
に
自
分
の
夢
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、

今
が
頑
張
り
ど
き
で
す
！
　

１
年
に
１
回
、

歯
科
健
診
を
受
け
る
人
の

割
合
を
高
め
る

〈
重
点
目
標
〉

自
分
の
歯
を
有
す
る
人
の

割
合
を
高
め
る

（
80
歳
で
20
本
以
上
│
│

現
状
値
25
％→

目
標
値
23
年
度
28
％)

（
現
状
値
69
％→

目
標
値
23
年
度
75
％
）

食
後
、
て
い
ね
い
に

歯
み
が
き
を
す
る
人
の

割
合
を
高
め
る

歯
と
歯
の
間
を
き
れ
い
に

す
る
用
具
（

）

を

使
用
し
て
い
る
人
の
割
合

を
高
め
る

デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
な
ど

（
現
状
値
38
％→

目
標
値
23
年
度
42
％
）

(

現
状
値
66
％→

目
標
値
23
年
度
70
％)

(

現
状
値
30
％→

目
標
値
23
年
度
35
％)
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４月28日g、松之山郷民俗資料館がリニューアルオープン

し、その記念式典が行われました。この施設は、平成18年１

月の豪雪被害により１年間休館していましたが、復旧工事や

展示替え作業が完了し、この日オープンとなりました。式典

で井口カズ子教育長は、「豪雪で屋根が落ちたと連絡を受けた

ときは胸がつぶれそうな思いでした。すばらしい施設なので、

地域の皆さんと大切にしながら、地域外に発信して行きたい」

とあいさつ。その後、小野塚良雄支所長らによるテープカッ

トが行われ、また参列者がリニューアルした館内を見学し、

オープンを祝っていました。

２
月
１
日
か
ら
一
時
休
止
し
て
い
た
「
ミ
オ

ン
な
か
さ
と
」
の
プ
ー
ル
営
業
が
、
４
月
28
日

g
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
大
型
連
休
初
日
の
当

日
は
、
家
族
連
れ
な
ど
約
１
０
０
人
が
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
、

存
分
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。
大
谷
聡
支
配
人
は
、

「
プ
ー
ル
の
営
業
は
10
月
８
日
ま
で
の
期
間
限

定
で
す
が
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

『
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
』
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
の
レ
ジ
ャ
ー
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
P
R
し
て
い
ま
し
た
。

民俗資料館リニューアルオープン

春の自然を満喫　河岸段丘ウォーク

ミ
オ
ン
な
か
さ
と
プ
ー
ル
再
開

新
潟
国
体
Ｐ
Ｒ
カ
ー
登
場
！

tokamachi topics

郵政記念日の４月20日f、十日町郵便局（藤沢範雄郵便局

長）でポスト清掃が行われました。十日町地区切手類販売協

会会長の湯澤一郎さんが、「ポストに感謝を込めて、きれいに

してあげてね」とあいさつした後、北越保育園の園児たち26

人が郵便局前にあるポストをみがきました。

清掃終了後、藤沢局長は、「どうもありがとうございまし

た。街中にたくさんポストがあるので、可愛がってあげてく

ださいね」と園児たちに話し、文房具をプレゼントしました。

普段は見られないポストの中も見せてもらった園児たちは、

みんな興味津々でのぞき込んでいました。

４
月
24
日
c
、
市
役
所
前
で
青
色
回
転
灯
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い

う
防
犯
活
動
の
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
自

主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
使
用
す
る
車
に
青
色
回
転

灯
を
整
備
す
る
も
の
。
こ
の
日
は
出
発
を
前
に
、

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
団
体
へ
「
パ
ト
ロ
ー

ル
委
嘱
状
」
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
で
は
、
昨
年
８
月
に
田
沢
駐
在
所
自

治
防
犯
連
絡
会
議
が
初
め
て
交
付
を
受

け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
４
月
24
日
現

在
、
５
団
体
で
８
台
、
28
人
の
従
事
者

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ポストさんありがとう

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
を

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

４月29日（昭和の日）、「第20回信濃川河岸段丘ウォーク」が開催

されました。河岸段丘の美しい景観や信濃川の流れを味わいながら、

健康の喜び、歩くことの素晴らしさを感じ、明日へのエネルギーを充

電しようと、信濃川河岸段丘ウォーク実行委員会（国土交通省北陸地

方整備局信濃川河川事務所・小千谷市・十日町市・川口町・津南町）

の主催で毎年行われているものです。快晴となったこの日は、津南～

十日町コース・中里～十日町コースなどに老若男女合わせて約500人

が参加。初夏を思わせる暖かな陽気の中、途中の休憩所で出される豚

汁を食べたり、信濃川沿いに広がる景色を楽しんだりしながら、心地

よい汗を額に浮かべゴールを目指していました。

松之山小緑の少年団　内閣総理大臣表彰

4月27日f、東京都千代田区の憲政記念館で平成19年度緑化推進

運動功労者の表彰式が行われ、松之山小学校緑の少年団（樋口望美団

長）が、内閣総理大臣表彰を受けました。松之山小学校緑の少年団は、

平成９年から同校の全児童を団員に任命して、毎年緑の羽募金活動や

森林内の清掃奉仕活動などを行い、地域の緑化推進に努めています。

緑の少年団は、現在全国に約4,000団体、33万人が登録されていて、

地域の特色を生かした緑を守る活動を行っています。表彰式に参加し

た団員は「天皇陛下から、『森を守ってくれてありがとう』と言って

いただきとてもうれしかった。私たち緑の少年団活動が認められてう

れしい。これからも活動を続けて行きたい」と喜びを話していました。

ト
ッ
キ
ッ
キ
が
街
中
を
疾
走
！
ト
キ
め
き
新

潟
国
体
の
Ｐ
Ｒ
カ
ー
が
十
日
町
市
に
登
場
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
新
潟
県

実
行
委
員
会
と
県
内
自
動
車
販
売
会
社
４
社
が

協
賛
契
約
を
締
結
し
た
も
の
。
４
月
24
日
c
に

新
潟
県
庁
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
十
日
町
市
実
行
委
員
会
に
は
新
潟

ス
バ
ル
自
動
車
㈱
か
ら
普
通
乗
用
車
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
が
２
年
間
無
償
で
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
車

体
に
は
、
冬
季
大
会
の
ス
キ
ー
４
競
技
を
行
う

ト
ッ
キ
ッ
キ
が
描
か
れ
て
お
り
、
国
体
開
催
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
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松寿大学も成人式

ク
リ
ー
ン
作
戦
２
０
０
７
春

４月27日f、松代総合センターで松寿大学の創立20周年記念式典

が行われました。来賓に田口直人市長、若井謙一東京松代会会長など

を迎え、出席した約100人が君が代を斉唱。美濃和英学長が「学生の

皆さん一人ひとりが、私はこういう年寄りになりたいという目標をも

って努力してほしい。それが、社会や家庭、ひいては自分のためにな

ります」とあいさつしました。続いて、在籍年数に応じた表彰状が学

生に授与されました。午後の祝賀昼食会では、歌や踊りが披露され、

会場は大いに盛り上がりました。松寿大学は、旧松代町で高齢者に生

きがいと自信をもって過ごしてもらおうと創設されました。現在６つ

の専門講座に約100人が集い、趣味と教養の研さんに努めています。

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
・
30
日
b
の
２
日

間
、
十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
２
０
０
７
春
が
市

内
各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
会
場
の

妻
有
大
橋
下
に
は
29
団
体
、
約
７
０
０
人
が
集

ま
る
な
ど
、
市
内
全
域
で
約
２
、
５
０
０
人
が

参
加
。
十
日
町
地
域
で
は
燃
や
す
ご
み
２
、
５

５
０
㎏
、
埋
立
て
ご
み
８
３
０
㎏
、
空
き
缶
な

ど
７
０
０
㎏
、
合
計
で
４
、
０
８
０
㎏
の
ご
み

を
収
集
。
廃
タ
イ
ヤ
や
バ
イ
ク
の
胴
体
な
ど
も

回
収
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
会
場
で
は
抽
選
会

や
環
境
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
に
花

苗
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

tokamachi topics

家
庭
や
職
場
に
つ
づ
っ
て
て
あ
る
市
報
を
製
本

し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
保
存
と
閲
覧
に
利
用
す
る
た
め
第
25

号
（
平
成
18
年
４
月
10
日
号
）
か
ら
第
48
号
（
平

成
19
年
３
月
25
日
号
）
を
合
冊
製
本
（
24
冊
を
ま

と
め
て
製
本
）
し
ま
す
。
こ
れ
を
市
民
ほ
か
の
皆

さ
ん
に
も
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は

次
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
製
本
費
用
　
６
０
０
円
（
税
込
）

◆
申
込
み
先
　
㈱
滝
沢
印
刷
（
本
町
２
）

1
７
５
７
―
２
１
９
１

※
市
報
（
第
25
号
〜
第
48
号
）
を
各
自
用
意
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り
　
５
月
31
日
e

総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

市報とおかまち

「だんだん」

●
期
日
＝
５
月
19
日
g
午
後
２
時
〜

●
会
場
＝
松
之
山
温
泉
駐
車
場
●
内

容
＝
①
午
後
２
時
〜
稚
児
行
列
・
温

泉
み
こ
し
な
ど
②
午
後
６
時
30
分
〜

Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
大
倉
修
吾
「
緑
歌
劇

場
in
松
之
山
」
公
開
録
音
③
午
後
８

時
30
分
〜
大
花
火
大
会
●
問
合
せ
＝

松
之
山
観
光
協
会
（
1
５
９
６
│
３

０
１
１
）

●
期
日
＝
５
月
20
日
a
午
前
９
時
〜

●
会
場
＝
大
厳
寺
高
原
●
定
員
＝
先

着
50
人
●
参
加
費
＝
高
校
生
以
上
‥

２
、５
０
０
円
小
・
中
学
生
‥
１
、５

０
０
円
（
昼
食
代
、
保
険
料
な
ど
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
松
之
山
観
光

協
会
（
1
５
９
６
│
３
０
１
１
）

●
日
時
＝
５
月
19
日
g
午
後
１
時
〜

４
時
30
分
●
会
場
＝
松
之
山
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝
無
料
●

定
員
＝
１
５
０
人
●
内
容
＝
高
田
直

弘
氏（
㈱
三
菱
総
合
研
究
所
）に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
里
山

の
魅
力
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

ほ
か
講
演
会
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
1
５
９

５
│
８
３
１
１
）

●
日
時
＝
①
６
月
７
日
e
午
後
７
時

15
分
〜
８
時
30
分
②
６
月
８
日
f
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分
●
会
場
＝

総
合
体
育
館
●
対
象
＝
15
歳
以
上

（
中
学
生
不
可
）の
人
●
参
加
費
＝
無

料
（
施
設
使
用
料
２
０
０
円
ま
た
は

定
期
券
が
必
要
）
●
定
員
＝
①
②
と

も
先
着
70
人
●
持
ち
物
＝
マ
ッ
ト
ま

た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館
（
1
７

５
２
│
４
３
７
７
）

全
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
第
１
回

目
の
テ
ー
マ
は
「
胎
児
・
乳
幼
児

こ

こ
ろ
の
教
育
」
で
す
。
●
日
時
＝
５

月
30
日
d
午
後
６
時
40
分
〜
８
時
15

分
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
参
加
費
＝

無
料
●
講
師
＝
高
橋
史
朗
氏
（
明
星

大
学
教
授
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
青

年
会
議
所（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

ほ
く
ほ
く
線
開
業
10
周
年
を
記
念

し
て
、
１
、
０
０
０
円
で
ほ
く
ほ
く

線
１
日
乗
り
放
題
乗
車
券
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
●
利
用
期
間
＝
〜
10
月

31
日
d
●
利
用
区
間
＝
ほ
く
ほ
く
線

全
線
（
六
日
町
駅
〜
犀
潟
駅
）
●
販

売
箇
所
＝
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
、

普
通
列
車
内
、
郵
送
（
車
内
販
売
は

当
日
券
の
み
）
●
発
売
金
額
＝
大
人

１
、
０
０
０
円
、
小
人
５
０
０
円
●

問
合
せ
＝
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅

（
1
７
５
２
│
０
７
７
０
）

●
日
時
＝
５
月
27
日
a
午
前
11
時
〜

●
会
場
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館
※
野

外
会
場
の
た
め
大
雨
の
場
合
中
止
●

入
場
料
＝
５
０
０
円
（
美
術
館
入
館

料
込
）、
中
学
生
以
下
無
料
（
入
館

料
別
）
※
入
場
券
は
当
日
販
売
●
出

演
＝
五
十
嵐
正
子
さ
ん
（
オ
カ
リ
ー

ナ
）・
斉
藤
純
子
さ
ん
（
エ
レ
ク
ト

ー
ン
）●
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美

術
館
（
1
７
５
２
│
７
２
０
２
）

●
期
日
＝
６
月
６
日
〜
10
月
31
日
間

の
全
20
回
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●

受
講
料
＝
１
、２
０
０
円
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
５
月
23
日
d
ま
で
に
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1
７
５
７

│
５
０
１
０

●
日
時
＝
５
月
27
日
a
午
後
２
時
〜

（
開
場
１
時
30
分
）●
会
場
＝
千
年
の

森
ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演

＝
川
西
が
ち
ょ
う
の
会
、
長
岡
市
男

性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
メ
ン
ネ
ル

コ
ー
ル
」
ほ
か
●
問
合
せ
＝
「
森
の

歌
族
」
運
営
委
員
会
高
橋
（
1
０
９

０
│
２
１
７
２
│
５
４
２
１
）

●
日
時
＝
①
５
月
23
日
d
②
５
月
26

日
g
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
●

会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝
各

回
12
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
①
５
月
18
日

f
②
５
月
21
日
b

ま
で
に
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所

（
1
７
５
７
│
１

９
８
７
）

●
募
集
人
数
＝
１
人
（
男
女
問
わ
ず
）

●
対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る
介
護

保
険
法
に
規
定
す
る
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
一
人
暮
ら
し
の
60
歳
以

上
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
①
高
齢
の
た
め
独
立
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
不
安
な
人
②
家
族
の

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

な
人
●
居
室
＝
６
畳
Ｄ
Ｋ
●
入
居
料

＝
月
額
０
円
〜
５
万
円
（
対
象
収
入

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
居
室
・
共
有

部
分
の
光
熱
水
費
は
自
己
負
担
）
●

入
居
日
＝
６
月
上
旬
●
入
居
の
決
定

＝
募
集
人
数
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
入
居
判
定
委
員
会
で
決
定

●
所
在
地
＝
松
代
（
松
代
駅
か
ら
徒

歩
10
分
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５

月
31
日
e
ま
で
に
松
代
支
所
健
康
福

祉
課
（
1
５
９
７
│
２
２
２
１
）

19
年
７
月
１
日
付
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人
●
応

募
資
格
＝
昭
和
47
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

手
話
教
室

子
育
て
孫
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

「
親
学
の
ス
ス
メ
」

ヨ
ガ
体
験
講
座

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

山
菜
講
習
会

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

里
山
學
会
「
里
山
・
里
人

が
元
気
で
あ
る
た
め
に
」

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

ほ
く
ほ
く
線
開
業
10
周
年
事
業

ほ
く
ほ
く
フ
リ
ー
パ
ス

星
と
森
の
詩
美
術
館

森
の
朝
コ
ン
サ
ー
ト

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
ゆ
う
ゆ
う
荘
」入
居
者
募
集

十
日
町
市
総
合
体
育
館

パ
ー
ト
職
員
募
集

市では、今年度発行予定の「中越大震災十日町市記録集

（仮称）」に掲載する記録写真や体験談を募集しています。

事実をそのまま記録するために、また、震災の恐さや地域

で支えあった体験を後世に伝えるために、多くの応募をお

待ちしています。

●記録写真

震災の状況や復興活動などの写真で、撮影日時と場所・

状況を記したプリント写真またはデジタルデータ

●体験談

地震発生時の様子やその後の体験などで感じたこと、防

災に関するアイデアなどを記した手書きの原稿またはデジ

タルデータ

◆応募方法

市報今号に挟み込んである専用の用紙（封書）をご利用

ください。電子メールでも受け付けています。

◆応募期限　平成19年７月31日c（当日消印有効）

●申込み・問合せ

総務課広報広聴係

〒948-8501 十日町市千歳町3-3（1757-3112）

Ｅmail kouhou@city.tokamachi.niigata.jp

森
の
歌
族
フ
ァ
ー
ス
ト

コ
ン
サ
ー
ト
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が
あ
り
健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

補
助
●
勤
務
時
間
＝
週
25
時
間
程
度

で
変
則
勤
務
有
り
●
時
給
＝
８
４
０

（
健
康
運
動
実
践
指
導
者
資
格
の
あ

る
人
は
９
０
０
円
）
●
試
験
方
法
＝

面
接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
11

日
b
ま
で
に
履
歴
書
を
総
合
体
育
館

（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）
へ
提
出

●
期
間
＝
４
月
〜
３
月
の
毎
週
水
曜

日
午
後
７
時
〜
９
時
●
会
場
＝
に
こ

や
か
ル
ー
ム
（
旧
六
箇
保
育
園
）
●

対
象
＝
幼
児
〜
小
学
生
●
参
加
費
＝

年
間
４
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
総
合
体
育
館
（
1
７
５
７
│

４
３
７
７
）

●
練
習
日
＝
火
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
●
練
習
会
場
＝
総
合
公

園
●
対
象
＝
①
テ
ニ
ス
未
経
験
ま
た

は
経
験
が
２
年
以
内
の
18
歳
以
上
の

人
●
参
加
費
＝
年
間
５
、
０
０
０
円

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
阿
部
（
1
７

５
７
│
８
０
８
９
）

●
練
習
日
＝
土
曜
日
午
後
●
練
習
会

場
＝
市
民
会
館
●
参
加
資
格
＝
①
市

内
に
住
む
小
学
４
年
生
以
上
高
校
３

年
生
以
下
の
児
童
生
徒
②
保
護
者
の

送
迎
や
自
力
で
活
動
場
所
ま
で
来
ら

れ
る
人
●
参
加
費
＝
１
か
月
５
０
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
片
桐
（
1

７
５
７
│
９
９
８
０
）

平
成
20
年
度
の
公
立
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
・
養
護
教
員
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
願
書
受
付
＝
５
月

14
日
b
〜
31
日
e
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
、
高
等

学
校
教
育
課
（
1
０
２
５
│
２
８
５

│
５
５
１
１
）

20
年
４
月
１
日
付
採
用
の
警
察
官

を
募
集
し
ま
す
。
●
受
験
資
格
＝
大

学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
●

受
付
期
間
＝
【
電
子
申
請
】
５
月
１

日
c
〜
25
日
f
【
郵
送
・
持
参
】
５

月
１
日
c
〜
６
月
４
日
b
●
問
合
せ

＝
十
日
町
警
察
署
（
1
７
５
２
│
０

１
１
０
）
ま
た
は
交
番
、
駐
在
所

●
対
象
＝
お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
男

女
●
応
募
期
間
＝
〜
５
月
30
日
d
●

選
考
日
＝
６
月
６
日
d
●
入
校
日
＝

６
月
20
日
d
●
受
講
料
＝
無
料
（
教

材
費
な
ど
で
約
３
０
、
０
０
０
円
）

●
入
校
説
明
会
＝
５
月
23
日
d
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
県
立
上
越
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
（
1
０
２
５
│
５
４
５
│

２
１
９
０
）

●
募
集
期
間
＝
５
月
14
日
b
〜
28
日

b
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持

課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）
※

入
居
資
格
な
ど
申
込
み
条
件
の
詳
細

は
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

e
で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
５
月
31
日
ま
で
な
ら
コ
ン
ビ
ニ
で

も
納
付
で
き
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十

日
町
地
域
振
興
局
県
税
部
（
1
７
５

７
│
５
５
１
３
）

口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納
め

て
い
る
人
の
、
車
検
に
必
要
な
納
税

証
明
書
の
発
行
を
、
５
月
31
日
e
〜

６
月
５
日
c
ま
で
停
止
し
ま
す
。
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
軽
自
動
車

税
の
納
付
確
認
が
で
き
な
い
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
直
接
納
付
し
た
場

合
は
、
今
ま
で
通
り
納
税
証
明
書
を

発
行
で
き
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
税
務

課
家
屋
資
産
税
係
（
内
線
１
８
０
）

次
に
該
当
し
一
定
の
要
件
を
満
た

す
車
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
人

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
●
要

件
＝
①
身
体
障
害
者
な
ど
が
取
得
ま

た
は
所
有
す
る
軽
自
動
車
②
18
歳
未

満
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
・
精

神
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

取
得
し
障
害
者
な
ど
の
た
め
に
利
用

す
る
軽
自
動
車
●
申
請
期
間
＝
５
月

17
日
e
〜
24
日
e
●
申
請
に
必
要
な

も
の
＝
①
一
定
等
級
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
②
運
転
免
許
証
③

印
鑑
④
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
●

問
合
せ
＝
税
務
課
家
屋
資
産
税
係

（
内
線
１
８
０
）

【
多
重
債
務
相
談
】

債
務
整
理
、
破
産
・
免
責
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
●

相
談
事
務
所
＝
植
木
誠
一
事
務
所

（
1
５
９
６
│
２
０
７
９
）、
江
口
裕

之
司
法
書
士
（
1
７
５
２
│
６
７
８

８
）、
数
藤
信
行
司
法
書
士
（
1
７
５

２
│
２
４
４
３
）、
南
雲
秀
夫
司
法

書
士
（
1
７
５
７
│
４
０
６
６
）
、

葉
葺
利
男
司
法
書
士
（
1
７
５
２
│

０
０
０
５
）、
樋
口
司
法
書
士
（
1
７

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

５
２
│
３
７
４
８
）、山
岸
剛
司
法
書

士
（
1
５
９
７
│
３
９
３
３
）
※
次

の
と
こ
ろ
で
も
相
談
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
▼
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
‥

1
０
２
５
│
２
２
５
│
９
３
３
３
▼

市
に
よ
る
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
‥

毎
週
木
曜
日
午
後
（
要
予
約
）

【
行
政
相
談
】

５
月
21
日
b
〜
27
日
a
は
春
の
行

政
相
談
週
間
で
す
。
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
●
相
談

員
＝
十
日
町
地
域
‥
富
井
一
男
さ
ん

（
1
７
５
８
│
２
５
７
７
）、
柳
邦
男

さ
ん
（
1
７
５
７
│
３
９
９
８
）
川

西
地
域
‥
村
越
家
和
さ
ん
（
1
７
６

８
│
２
６
３
４
）
中
里
地
域
‥
上
原

昌
子
さ
ん
（
1
７
６
３
│
２
６
１
７
）

松
代
・
松
之
山
地
域
‥
齋
藤
充
代
さ

ん
（
1
５
９
７
│
２
８
３
５
）

【
特
設
人
権
相
談
所
】

人
権
で
お
悩
み
の
人
は
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
●
相
談

日
時
・
会
場
＝
①
６
月
１
日
f
午
後

１
時
〜
３
時
‥
本
庁
、
下
条
公
民
館

②
６
月
１
日
f
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
‥
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
③
６
月
６

日
d
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
‥
千
手

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
④
６

月
11
日
b
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
‥

松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
⑤
６

月
14
日
e
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
‥

中
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

（
内
線
１
５
３
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
廃

棄
物
は
「
家
庭
系
廃
棄
物
」
の
み
で

す
。
商
店
や
事
業
所
な
ど
の
「
事
業

系
廃
棄
物
は
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
自
己
搬
入
す
る
か
、
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生

課
（
1
７
５
２
│
３
９
２
４
）

県
内
で
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と

い
っ
し
ょ
に
誤
っ
て
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン

を
採
取
し
て
食
べ
、
死
亡
す
る
事
案

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
で

は
過
去
に
ニ
ラ
と
間
違
え
て
ス
イ
セ

ン
を
食
べ
食
中
毒
に
な
っ
た
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
種
類
が
判
別
で

き
な
い
植
物
は
採
取
し
な
い
、
食
べ

な
い
、
人
に
あ
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
保
健

所
（
1
７
５
７
│
２
７
０
７
）

河
川
管
理
に
支
障
と
な
り
伐
採
し

た
木
（
ヤ
ナ
ギ
、
ク
ル
ミ
な
ど
）
を
近

隣
地
域
の
人
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

（
〜
６
月
10
日
こ
ろ
ま
で
）提
供
場
所

は
、
十
日
町
橋
脇
の
車
庫
・
倉
俣
大

橋
下
・
松
之
山
観
音
橋
脇
で
す
。
詳

細
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
十
日
町
地
域
整
備
部
（
1
７

５
７
│
５
５
２
６
）

６
月
１
日
現
在
で
、
商
業
統
計
調

査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
卸

売
、
小
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所
が
対
象
で
す
。
５
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ

＝
総
務
課
文
書
統
計
係
（
内
線
２
１

６
）18

年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人
情

報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝

総
務
課
文
書
統
計
係
（
内
線
２
１
５
）

●情報館へ＝庭野勇吉（高田町３西）井之川昭道

（如来寺）小林和夫（駅通り）岩田俊弘（新水）富

井一秋（水沢２）関谷美希子（松代）村山美樹（高

山４）星名信昭（中条旭町）千野義夫（長岡市）

新潟県立歴史博物館（長岡市）木本有太可（東京

都府中市）伊藤春海（東京都江戸川区）

●博物館へ＝村山三枝（寿町１）吉田小学校（山

谷）庭野良平（本町7-1）

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

事
業
系
廃
棄
物
の
処
理

軽
自
動
車
納
税
証
明
書
発

行
停
止
期
間
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で
に

寄付ありがとう寄付ありがとう 4月25日届出分まで
（敬称略）

元
気
に
な
ろ
う
！
ち
び
っ
こ

レ
ス
リ
ン
グ
教
室
生
徒
募
集

平
成
20
年
度

県
公
立
学
校
教
員
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
メ
ン
バ
ー
募
集

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

警
察
官
Ａ
採
用
試
験

軽
自
動
車
税
が
減
免
に

各
種
相
談
所
を
開
設

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
会
員
募
集

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

半
導
体
製
造
課
１
期
生
募
集

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報

保
護
制
度
の
実
施
状
況

伐
採
し
た
木
を

さ
し
あ
げ
ま
す

有
毒
植
物
の
誤
食
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
！

家 賃（月） 募集戸数 備　考

１戸

１戸

１戸

３戸

１戸

１戸

１戸

9,500円～15,000円

27,100円～44,900円

50,000円

12,000円～19,900円

19,000円～31,400円

38,000円～53,200円

32,000円～44,800円

K55号室
※条件により単身入居可

E303号室

205号室

11、17、21号室

３号室

A-５号室

6帖1室、3帖1室、DK

6帖2室、4.5帖1室、DK

6帖3室、LDK

6帖1室、4.5帖2室、DK

8帖1室、6帖1室、LDK

8帖1室、6帖1室、4.5帖1室、DK

8帖2室、6帖1室、DK

昭和47年度建築
簡易耐火２階建

間 取 り物　　　　件地域

黒沢県営住宅

谷内丑市営住宅

みのり団地
（特定公共賃貸住宅）

善宗塚市営住宅

中通市営住宅

松之山第二住宅
（特定公共賃貸住宅）

十日町

川西

松代

松之山

平成11年度建築
鉄筋コンクリート３階建

平成10年度建築
木造高床３階建

昭和52年度建築
簡易耐火３階建

平成６年度建築
木造高床３階建

平成７年度建築
木造高床３階建

３号室渋 海 団 地
（特定公共賃貸住宅）

平成８年度建築
木造高床３階建

▼
数
年
前
に
、
冷
蔵
庫
の
中
に
置
き
忘
れ
た

食
品
の
製
造
（
賞
味
？
）
年
月
日
を
見
て
「
時

代
が
昭
和
だ
わ
！
」
と
驚
く
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が

あ
り
ま
し
た
。
昭
和
が
「
昔
」
の
代
名
詞
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
と
同
時

に
、
時
代
の
流
れ
を
痛
感
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
最
近
は
そ
ん
な
「
昭
和
」
が
テ

ー
マ
の
レ
ト
ロ
な
映
画
も
作
ら
れ
て
い
て
、

映
像
の
中
の
情
景
に
、
自
分
も
含
め
遠
い
昔

を
思
い
出
し
懐
か
し
ん
で
い
る
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
4
月
29
日
「
み
ど
り
の
日
」

は
今
年
か
ら
「
昭
和
の
日
」
に
な
り
ま
し
た
。

▼
毎
年
恒
例
の
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
中
里(

宮
中
）
ま
で

足
を
伸
ば
し
て
取
材
。
え
ん
堤
の
黄
桜
も
咲

き
始
め
絶
好
の
花
見
日
和
の
こ
の
日
、
今
年

も
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
遠
く
は
魚
沼
三
山
の
残
雪
を
仰
ぎ
、

信
濃
川
の
心
地
よ
い
風

に
吹
か
れ
な
が
ら
、
皆

さ
ん
楽
し
そ
う
に
歩
い

て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

▼「
花
を
付
け
ま
し
た
よ
」。
電
話
を
い
た
だ

い
て
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
末
、
枯
木
又
の
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
の
撮
影

に
行
き
ま
し
た
が
、
拙
速
だ
っ
た
の
か
花
は

咲
い
て
お
ら
ず
、
葉
の
芽
ら
し
き
も
の
が
枝

に
。
鳥
に
食
べ
ら
れ
た
か
？
気
を
落
と
し
な

が
ら
帰
り
ま
し
た
。
市
指
定
天
然
記
念
物
で

あ
る
こ
の
木
の
樹
齢
は
推
定
１
０
０
年
超
え
。

こ
の
春
閉
校
に
な
っ
た
、
枯
木
又
分
校
に
通

う
児
童
た
ち
を
見
守
る
よ
う
に
と
も
に
成
長

し
た
跡
は
、
む
き
出
し
た
太
い
根
の
た
く
ま

し
さ
で
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。
憂
い
を
抱
い

て
い
た
と
こ
ろ
へ
待
望
の
電
話
で
す
。
今
回
、

撮
影
に
行
っ
た
の
も
、
現
在
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
各
地
域
の
花
や
樹
木
の
芽
吹
き
・

開
花
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
き
、

お
出
か
け
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

（優）（鈴）

〈請求件数と決定状況〉
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総 務 課

財 政 課

建 設 課

環境衛生課

観光交流課

教育委員会

水 道 局

議会事務局

監査委員事務局

合　　計

実 施 機 関

請
求
件
数

公
　
　
開

部
分
公
開

非

公

開

不

保

有

請
求
件
数

開
　
　
示

非

開

示

決定状況 決定状況

情　報　公　開 個人情報の開示
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■
編
集
/総
務
課
広
報
広
聴
係

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
は

お
も
し
ろ
い

フック船長と嵐のなかで戦うピーターパンに、ぼくは「がんばれ！」って、応援したんだ。ワクワクして、読んでいておもしろかったよ。今度は何を読もうかな。

橋本　龍さん（２年）

空
と
ぶ
鳥
に
の
り
た
い
な

版画で緑の鳥の
羽をていねいに

彫り

ました。この大
きな鳥に乗って

、雲の

上に乗ったり、
高い所から私の

住むま

ちを見たりして
空を旅してみた

いです。

久保田利香さん
（３年）

花
と
校
舎

私が通う、小学
校の秋の風景で

す。近

くのコスモスと
後ろの校舎、遠

くの青く

澄み切った空。
とてもきれいで

した。ス

ケッチしていて
気持ちよかった

です。

藤木美緒さん（
６年）

市民の動き

飛
渡
第
一
小
学
校

23

よぉし　ごみをとるぞ！

ち
り
と
り
で
、
ご
み
を
と
ろ
う
と

す
る
と
逃
げ
ち
ゃ
う
の
で
難
し
い
で

す
。
で
も
、
み
ん
な
の
教
室
だ
か
ら
、

て
い
ね
い
に
掃
除
し
ま
す
。
き
れ
い

に
な
る
と
、
最
高
の
気
分
だ
よ
。

橋
本
雄
太
さ
ん
（
５
年
）

行け！バレーボール

ボ
ー
ル
を
よ
く
見
て
、
サ
ー
ブ
す

る
瞬
間
で
す
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
な
の
で
、
休
み
時
間
に
友
だ
ち
と

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
す
。
た
く
さ
ん

練
習
し
て
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。

岩
田
直
子
さ
ん
（
６
年
）

ごみをへらそう

社
会
科
の
学
習
で
、
霧
谷
の
処
分
場

を
見
学
し
ま
し
た
。
気
安
く
物
を
捨
て

る
と
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
で
、

ゴ
ミ
を
き
ち
ん
と
分
け
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

西
山
颯
希
さ
ん
（
４
年
）

■人　口 62,347人（＋52） 男 30,543人（＋15） 女 31,804人（＋37）
■世帯数 19,923世帯（＋64） 4月末現在（ ）は前月からの増減

り か

み お

りゅう

ゆ
う

た

な
お

こ

さ
つ

き

携帯サイト
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